
世界のエネルギー事情と石炭

＝ クリーンコールセミナー広島 ＝

平成２２年３月１日

資源エネルギー庁

資源・燃料部 石炭課長 國友 宏俊
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○我が国のエネルギー供給において、石油危機時の１９７０年代、石油依存度が
７０％超。石炭は１７％程度。

○その後、石油代替エネルギーの柱として、原子力、ＬＮＧ火力、石炭火力をバランス
良く導入に努め、電源構成のベストミックスを完成。

○現在、１次エネルギーに占める石炭の割合は、２０％超。

我が国の一次エネルギー供給に占める石炭の割合
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○電源構成において、石油危機後の１９７５年には石油火力に６０％超も依存。

○その後、石油代替エネルギーとして、原子力、ＬＮＧ火力、石炭火力をバランス良く
導入に努め、電源構成のベストミックスを完成。

○石炭火力は、発電電力量の約４分の１を占める重要電源の一つ。

我が国の電源構成の推移
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世界のエネルギー需給見通し

世界のエネルギー需要見通し

○ 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）の見通しでは、２０３０年に向けて、世界のエネルギー需
要は４５％増加。

○ 石炭の需要量は、エネルギー全体の伸びを上回るスピードで増大し、２０３０年まで
に６０％増大。

出典：IEA, ñWorld Energy Outlook 2008ò

約60％増加
２６％

２９％

約45％増加
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世界の発電電力量の見通し
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４１％

４４％２倍へ

○ 世界の石炭火力発電は、２０３０年に向けて倍増の見通し。

○ 世界各国で、我が国以上の石炭火力発電の新設計画が存在。



5

主要国と日本の発電電力量の構成

主要国の発電電力量構成比（２００６年）

出典：IEA, ñWorld Energy Outlook 2008ò& ñElectricity Information 2008ò

○電源構成に占める日本の石炭火力発電の割合は、他の先進国等と比べて低い。
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○ 世界の電源構成に占める石炭火力の比率は、4割程度で推移する。
○ 石炭資源が豊富な中国、米国、インドは、石炭火力の比率が5割を超える。
○ 天然ガスの生産地である中東、ロシアでも経済的な石炭の利用が拡大。

世界の電源構成の現状と見通し
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出典： 発電電力量 IEA, ñEnergy Statistics of OECD Countries 2008 Editionò、 “ Energy Statistics of Non-OECD 

Countries 2008 Editionò および “World Energy Outlook 2008ò
人口 総務省統計局ホームページ掲載データ、ＵＮ, ñWorld Population Prospects: The 2008 Revisionò

中国・インドと日本・米国の１人当たりの電力消費量
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” ║

○ 石炭は、原油、LNGに比べ価格は低位で安定。

○ 他の化石燃料に比べ、可採年数が長く、資源
量が豊富。

○ 賦存地域も分散していて安定的な供給が期待
される。
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国別可採埋蔵量

出典：「BP統計2008」

中 国

25.4億トン

（39.3%）

米 国

10.3億トン

（15.9%）

インド

5.4億トン

（8.3%）

ドイツ

2.5億トン

（3.9%）

ロシア

2.2億トン

（3.5%）

日 本

1.8億トン

（2.8%）

南アフリカ

1.8億トン

（2.8%）

豪 州

1.5億トン

（2.3%）

ポーランド

1.4億トン

（2.2%）

トルコ

0.9億トン

（1.5%）

その他

11.4億トン

（17.6%）

石炭消費量

64億7,500万トン

石炭消費量上位10カ国

出典：IEA, “Coal Information 2008”
※2007年の数値（見込み）。
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合計１億８,６１３万トン（２００７年）
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8,475 ⅍└

○石炭の埋蔵量 世界トップ５
１ 米国
２ ロシア
３ 中国
４ 豪州
５ インド

○石炭の消費量 世界トップ３
１ 中国 ２５億ｔ
２ 米国 １０億ｔ
３ インド ５億ｔ

○日本は石炭の世界最大の輸入国
－世界の貿易量は9億ｔ

（日本はその20%を輸入）
－石炭貿易量は生産の15%

（基本的に地産地消資源）
－一般炭の貿易量は年々拡大傾向

○日本は豪州とインドネシアに石炭
輸入の80%を依存。

我が国の石炭輸入国

全体の75%

全体の64%

石炭の埋蔵量、消費量及び輸入量
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○ ３大生産国である中国、米国、インドは共に自国消費割合が高く、石炭は基本的に
「地産地消」資源。

○ それに対し、輸出割合が高いのは豪州、インドネシア。

出典：IEA, “Coal Information 2008”

主要石炭生産国の生産量（褐炭を除く）と輸出量（2007年見込み）

主要生産国の輸出と自国消費比率
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我が国の環境に配慮した石炭利用（発電効率）

” ” ”

出典：ECOFYS,ñINTERNATIONAL COMPARISON OF FOSSIL POWER EFFICIENCYò(2008)
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○ 我が国の石炭火力発電の設備容量（一般電気事業用）は３，７００万ｋWで、

中国の１／１０、米国の１／８、インドの１／２、ドイツと同水準に相当。

我が国の環境に配慮した石炭利用（電力）

 

” ”

出典：IEA, ñWorld Energy Outlook 2008ò

ドイツ連邦経済技術省ＨＰ
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石炭火力の技術革新とＣＯ２排出原単位

Å石炭火力
微粉炭火力 887 g-CO2/kWh ※1 
微粉炭火力（最新USC） 800 g-CO2/kWh ※2
IGCC（1300℃級GT） 758 g-CO2/kWh ※2
IGCC（1500℃級GT） 709 g-CO2/kWh ※2
IGFC（EAGLE目標） 593 g-CO2/kWh ※2

Å 石油火力 704 g-CO2/kWh ※1

Å ガス火力
ガス焚き 478 g-CO2/kWh ※1
コンバインド 408 g-CO2/kWh ※1

Å 原子力 0 g-CO2/kWh
（ｋＷｈ:送電端）

ͨ1 「電中研ニュース No.338」から、燃焼過程からのCO2排出原単位を抜粋したもの

ͨ2 A電力会社の試算値と前提条件：
一般炭のCO2排出係数 0.0247 t-C/GJ  (温室効果ガス排出量算定・報告マニュアルから）
送電端効率： 最新USC 41％，IGCC(1300ήＧＴ） 43％，IＧＣＣ（1500ήＧＴ）46％， IGFC 55％

ͨ3 本表は、発電用燃料として燃焼段階で発生するCO2（LCA評価ではない）



○ 石炭火力の高効率化技術の開発、実証試験等を進める。二酸化炭素の分離・回収・

貯留（ＣＣＳ）技術を確立する。

○ これらの技術を合わせて、最終的に二酸化炭素の排出がほぼゼロとなるゼロエミッシ

ョン石炭火力発電の実現を目指す。

ゼロエミッション石炭火力発電の実現

” ”⌠╒ⅎ∕№↨

出典：ΉCoolEarth50 ₔ⅜⌂₥╒ ῌῸ⁮

二酸化炭素の分離・回収・貯留（ＣＣＳ）の概要

５４％ＵＰ

３６％ＵＰ
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石炭火力発電技術の技術移転の意義
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ご静聴ありがとうございました。


